
※他の参加者にも調査が
及ぶ場合があることに留意

学校を活動場所とする生涯学習事業における参加者が新型コロナウイルス感染症のA：濃厚接触者等及びB:陽性になった場合の対応フロー
２週間以内に学校施設を利用した参加者が濃厚接触者等になった場合はAから，陽性の場合はBから進んでください。なお，すべての連絡は，学校優先でお願いします。 ※A濃厚接触者等とは、濃厚接触者及びPCR受検者を指します。

※施設開放の場合は、利用校と在籍校が違う場合があります。

保健所支所（区） 参加者またはその家族等 生涯学習事業代表者・施設開放団体代表者等 学校・教育委員会

疫学的調査

A

濃厚接触者と特定

当該参加者の

濃厚接触者を特定

B

陽性と判明

自宅での健康観察

症状なし

保健所の指導等により

自宅待機終了

関係者への

疫学調査の継続

PCR検査の実施

陽性 陰性

連絡

連絡

【学 校】

・①名前②連絡先③学校利用状況④活動内容⑤参加者接

触状況⑥PCR検査予定日⑦保健所指示事項等を確認

・当該団体の活動と使用場所の利用を一時停止

※学校長の判断により事業一時停止も可能

・当該参加者等や家族のプライバシー保持の徹底

・保健所の指示内容等と本人の意向の確認

・学校と教育委員会で協議し、当該団体活動再開可能日を

判断

２週間以内に学校を利用した

指定医療機関での

入院措置等

（在宅療養のケースあり）

PCR検査における

陰性等の安全確認

医師の診断により

療養終了

【担当課】（生涯学習課 ２１４－８８８７）

・状況確認（上記①～⑦）

・担当課から健康教育課・教育指導課へ

・関係機関等への必要な情報収集・確認等

・必要に応じて消毒作業を実施（担当課または業者）

【担当課】（生涯学習課）

・状況確認（上記①～⑦）

・担当課から健康教育課・教育指導課へ

・関係機関等への必要な情報収集・確認等

・消毒作業を業者委託

・臨時休校の検討と学校名公表の検討（学校と協議）

・保健所の指示内容等や学校と本人の意向確認

・学校の現状や意向等を踏まえ教育委員会と協議し，当

該事業及び当該団体活動再開可能日を判断

報
告

①利用学校に連絡・在籍校にも連絡

報告

①利用学校に連絡・在籍校にも連絡

③報告・①名前②連絡先③学校利用状況④活動内容⑤参加者接触状況⑥PCR検査

予定日⑦保健所指示事項等を確認

・当該参加者等や家族のプライバシー保持を徹底することを伝える

・必要書類のコピーを利用学校・在籍学校及び生涯学習課に提出

※チェックシート，参加者名簿 等

・施設開放の場合は，運営委員長に濃厚接触者が出たことのみを伝える

当該団体一時活動停止について団体・参加者等に伝える

※プライバシーに配慮

保健所指示内容等を確認し，学校に報告 報告

対応依頼

保健所指示内容とPCR検査の結果等の安

全確認をし，学校に報告
報告 報告

【学 校】

・①名前②連絡先③学校利用状況④活動内容⑤参加者接触状

況⑥PCR検査予定日⑦保健所指示事項等を再確認

・当該団体の活動停止（原則２週間）

・当該事業の一時活動停止（消毒及び再開準備期間）

・プライバシー保持について十分留意

・教職員及び児童生徒との接触状況を確認

・①名前②連絡先③学校利用状況④活動内容⑤参加者接触状況⑥PCR検査

予定日⑦保健所指示事項等を再確認

・当該参加者等や家族のプライバシー保持を徹底することを伝える

・必要書類コピー未提出の場合は，利用学校・在籍学校及び担当課に提出

・施設開放の場合は，運営委員長に陽性者が出たことのみを伝える

当該事業一時活動停止について団体・参加者等に伝える

※プライバシーに配慮

②連絡

対
応

依
頼

報
告

調整

②連絡 ③報告

対
応

依
頼

指示

指示

必要に応じて状況確認

必要に応じて状況確認とPCR検査の推奨

対応依頼

感染者と接触した以降に学校

を利用した（濃厚接触者）

※保健所からの連絡はないが

体調が悪く，帰国者・接触

者外来を受診し，PCR検査

を受けることになった

（PCR受検者）場合も同様 調整


